
JP 2019-190041 A 2019.10.31

10

(57)【要約】
【課題】建築物の軒先側に軒樋を強固に取り付けること
ができ、軒樋へのゴミ等の侵入防止、積雪時の樋内への
堆積防止等を図るためのカバー材等を安定に取り付ける
ことができる軒先構造を提供する。
【解決手段】本発明は、建築物の軒先側に軒樋２が配設
された軒先構造であって、長さ方向にそれぞれ長尺な軒
樋２と、該軒樋２の上面を覆うカバー材３と、該カバー
材３を固定する支持アーム１４を備える取付部材１-1と
、からなり、前記取付部材１-1に、外装下地（野地材）
４Ａの軒先端に取り付ける取付固定部１０ａを設けるか
、軒先４Ｃに取り付けられる支持材８-1に、前記軒樋２
の建築物側を支持する支持部８１２を設けるか、の何れ
か一方又は両方であることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の軒先側に軒樋が配設された軒先構造であって、
　長さ方向にそれぞれ長尺な軒樋と、該軒樋の上面を覆うカバー材と、該カバー材を固定
する支持アームを備える取付部材と、からなり、
　前記取付部材に、外装下地（野地材）の軒先端に取り付ける取付固定部を設けるか、軒
先に取り付けられる支持材に、前記軒樋の建築物側を支持する支持部を設けるか、の何れ
か一方又は両方であることを特徴とする軒先構造。
【請求項２】
　取付部材は、外装材の裏面側に配設する断熱バックアップ材の軒端を裏面側から支持す
る支持部を備える軒先唐草であることを特徴とする請求項１に記載の軒先構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の軒先側に軒樋を強固に取り付けることができ、軒樋へのゴミ等の侵
入防止、積雪時の樋内への堆積防止等を図るためのカバー材等を安定に取り付けることが
できる軒先構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建築物の軒先には、雨水を流す流水路として各種の軒樋が設けられているが、こ
の軒樋に対し、ゴミ等の侵入防止、積雪時に樋内への堆積防止等のためにカバー材を用い
る構造が多く提案されている。
　例えば特許文献１には、鼻板７に固定した吊具３に、軒樋２及び落ち葉除けカバー１を
取り付ける構造が提案されている。
　また、特許文献２には、カバー材に相当する上側部材３を下から支持し、軒樋である下
側部材４を上から吊って保持する軒樋吊り具６を用いる構造が提案されている。
　また特許文献３には、断面Ｕ字状の雨樋本体の上縁開口部に、その長手方向に沿って多
数の穿孔等の雨水通し部（天板部）を形成した雨樋Ａが提案されている。なお、この雨樋
Ａは、断面Ｙ字形の樋受部１１を有する樋受け金具１２にて取り付けられている。
　さらに、特許文献４には、鼻隠し板１０に固定した吊り具７に、軒樋１が吊り保持され
、カバー材に相当する水切り板２の上端が屋根の下地に固定される構造が提案されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－３３６２７０号公報
【特許文献２】特開２０００－２９１２１３号公報
【特許文献３】特開２００１－３１７１６８号公報
【特許文献４】特開２００５－０２３５３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記特許文献１における吊具３、特許文献２における軒樋吊り具６、特
許文献３における樋受け金具１２、特許文献４における吊り具７は、それぞれ所定ピッチ
で取り付けられる構造であり、それぞれの軒樋やカバー材にかかる荷重は、これらの樋受
け金具で負担されているため、強度不足を招く恐れがあった。
　また、何れの構造でも、カバー材の形状、軒樋の形状、樋受け金具の形状がそれぞれに
特定されたものであるから汎用性が低く、しかも殆どが鼻隠し壁面に側方から固定するの
で、これらの樋受け金具の取付強度は、側方からの固着具の打ち込みに依存するものであ
った。
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　さらに、特に前記特許文献４では、カバー材に相当する水切り板２の上端を屋根材の裏
面側に固定する構造であるため、屋根材の敷設前に水切り板２を取り付ける必要があり、
施工法にも制限を与えるものであった。また、この水切り板２を屋根下地から片持ち状に
突出させた状態で軒樋１を配設するため、この水切り板２自体が足場の設置など屋根工事
の邪魔になったり破損する恐れもあった。
【０００５】
　そこで、本発明は、建築物の軒先側に軒樋を強固に取り付けることができ、軒樋へのゴ
ミ等の侵入防止、積雪時の樋内への堆積防止等を図るためのカバー材等を安定に取り付け
ることができる軒先構造を提案することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記に鑑み提案されたもので、建築物の軒先側に軒樋が配設された軒先構造
であって、長さ方向にそれぞれ長尺な軒樋と、該軒樋の上面を覆うカバー材と、該カバー
材を固定する支持アーム（被固定部）を備える取付部材と、からなり、前記取付部材に、
外装下地（野地材）の軒先端に取り付ける取付固定部を設けるか、軒先に取り付けられる
支持材に、前記軒樋の建築物側を支持する支持部を設けるか、の何れか一方又は両方であ
ることを特徴とする軒先構造に関するものである。
【０００７】
　また、本発明は、前記軒先構造において、取付部材は、外装材の裏面側に配設する断熱
バックアップ材の軒端を裏面側から支持する支持部を備える軒先唐草であることを特徴と
する軒先構造をも提案する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の軒先構造は、軒樋と、該軒樋の表面を覆うカバー材と、該カバー材を固定する
支持アーム（被固定部）を備える取付部材と、からなり、前記取付部材に、外装下地（野
地材）の軒先端に取り付ける取付固定部を設けるか、軒先に取り付けられる支持材に、前
記軒樋の建築物側を支持する支持部を設けるか、の何れか一方又は両方であるから、軒樋
及びカバー材を強固に且つ安定に取り付けることができる。
【０００９】
　また、取付部材は、外装材の裏面側に配設する断熱バックアップ材の軒端を裏面側から
支持する支持部を備える軒先唐草である場合、建築物の軒先を保護すると共に断熱バック
アップ材の軒端を作業者が踏み付けて破損するといった事故をも防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の軒先構造の一実施例（第１実施例）を示す側断面図である。
【図２】（ａ）第１実施例の軒先構造に用いたカバー材を示す側面図、（ｂ）軒樋を示す
側面図、（ｃ）第１実施例における取付部材を拡大して示す側面図、（ｄ）支持材を示す
側面図、（ｅ）軒樋の保持状態を示す側断面図である。
【図３】（ａ）第２実施例の軒先構造に用いた取付部材を示す側面図、（ｂ）第２実施例
の軒先構造を示す側断面図である。
【図４】（ａ）第３実施例の軒先構造に用いた取付部材を示す側面図、（ｂ）支持材を示
す側面図、（ｃ）それらを用いた軒先構造を示す側断面図である。
【図５】（ａ）第４実施例の軒先構造に用いた取付部材を示す側面図、（ｂ）支持材を示
す側面図、（ｃ）それらを用いた軒先構造を示す側断面図である。
【図６】（ａ）第５実施例の軒先構造を示す側面図、（ｂ）それに用いた支持材を示す側
面図である。
【図７】（ａ）第６実施例の軒先構造を示す側断面図、（ｂ）それに用いた取付部材を示
す側面図、（ｃ）それに用いた支持材を示す側面図、（ｄ）第７実施例の軒先構造を示す
側断面図、（ｅ）それに用いた取付部材を示す側面図である。
【図８】（ａ）第８実施例の軒先構造に用いた取付部材を示す側面図、（ｂ）その斜視図
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、（ｃ）該取付部材を用いた軒先構造を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の軒先構造は、建築物の軒先側に軒樋が配設された軒先構造であって、長さ方向
にそれぞれ長尺な軒樋と、該軒樋の上面を覆うカバー材と、該カバー材を固定する支持ア
ーム（被固定部）を備える取付部材と、からなり、前記取付部材に、外装下地（野地材）
の軒先端に取り付ける取付固定部を設けるか、軒先に取り付けられる支持材に、前記軒樋
の建築物側を支持する支持部を設けるか、の何れか一方又は両方であることを特徴とする
。
　即ち本発明の軒先構造では、軒樋やカバー材に作用する荷重を、取付部材から野地材等
の外装下地へ負担させるか、又は支持材から鼻隠し等の軒先へ負担させるか、或いはその
両方へ負担させるかであるから、安定に軒樋を支持することができる。
【００１２】
　前記本発明における取付部材の支持アームに固定されるカバー材は、各種の軒樋の上面
を覆う部材であって、その軒先端が軒樋の軒先端と係合して取り付けられるものであって
、軒樋への雪やゴミの侵入等を防止する部材であり、特に限定するものではないが、その
表面には雨水を内部へ導く導水口、例えば小径のスリット孔が形成されていることが望ま
しい。
　また、このカバー材により上面を覆われる軒樋は、内部に雨水等の排水路が設けられて
いるものであれば、底面及び両側面の形状は特に限定するものではなく、例えば塩ビ、ポ
リカ等の汎用品でもよいので、その上面を覆うカバー材の構成や形状についても特に限定
するものではない。
　なお、これらの軒樋やカバー材は、前述のようにそれぞれ長さ方向に長尺であって、ア
ルミや高強度樹脂材、或いは金属板材等を適宜に成形して形成される連続材として成形さ
れる。
【００１３】
　本発明においては、カバー材や軒樋については、特にその形状等を限定しないことは前
述のとおりであるが、後述する図示実施例に示すようにカバー材の軒先端に下方へ更に内
側へ折曲した略コ字状の係合部を設け、その裏面側に軒樋の軒先端を係合する構成とした
場合には、前記略コ字状の係合部が、軒樋の軒先端を上方から引っ張るように保持して軒
樋の荷重を負担することができる。即ちこの場合のカバー材は、軒樋の軒先端を引っ張る
ように保持するアームの役割をも果たす。
【００１４】
　前記本発明における前記カバー材を固定する支持アームを備える取付部材とは、外装下
地に取り付けられる軒先唐草や軒先納め材等を指し、前記軒先に取り付けられる支持材と
は、鼻隠し等の軒先に取り付けられる部材を指し、前記取付部材を兼ねる、即ち取付部材
と支持材とが単一部材で形成されるものでもよい。
　なお、この取付部材は、前記軒樋やカバー材と同様にアルミや高強度樹脂材、或いは金
属板材等を適宜に成形して形成される連続材として成形される。
【００１５】
　前記取付部材に設けられる支持アームは、前記カバー材を固定する被固定部であり、前
記カバー材の建築物側端に設けられる固定部を受支して上方からビス等の固着具を打ち込
んで固定することができる部位である。
　この支持アーム（被固定部）は、後述する図示実施例のように軒先側へ突出状の横片部
分として形成されるが多いが、特にこれに限定されるものではない。
【００１６】
　この取付部材に選択的に設けられる取付固定部は、前述のように建築物の外装下地へ取
り付けられる部位であって、具体的には、この取付固定部を野地材等の外装下地に沿わせ
、上方からビス等の固着具を打ち込んで強固に取り付けることができる。後述する図示実
施例に示すように該取付固定部を上辺とする略コ字状に形成すると、外装下地の軒端に嵌
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合状に取り付けることができるため、施工性も向上し、取付強度も向上するので望ましい
。
【００１７】
  前記支持材に選択的に設けられる支持部は、前述のように軒樋の建築物側を支持する部
位であって、下方からこの軒樋を支持させるための、例えば隅部状の下方支持部を設け、
軒樋の建築物側の側面の下端を支持するようにしてもよいし、特にこれに限定するもので
はない。
　この支持材は、前記取付部材を兼ねる（取付部材と支持材とが単一部材で形成される）
場合を除いてアルミや高強度樹脂材、或いは金属板材等を適宜に成形して所定間隔で配設
されるピース材として成形される。
　なお、前記（下方）支持部に併せ、軒樋の建築物側の上端を保持する構成、例えば下方
が開放する溝状の上方保持部を設けることにより、軒樋の建築物側の上端をこの上方保持
部に差し込んで取り付けを容易にすると共に配設後の安定性（下方支持部と上方保持部間
に嵌合状に保持）を向上させるようにしてもよい。
【００１８】
　また、前記取付部材には、その軒端が軒先側へ延出する外装材を係合させる被係合部を
備えていてもよい。
　この被係合部は、係合させる外装材の形状構成に応じて適宜に設計すればよく、特に限
定するものではない。
　また、この被係合部に係合させる外装材は、例えば横葺き外装材でも縦葺き外装材でも
よく、前者の場合は最軒端の横葺き外装材の軒側成形部に係合させてもよいし、後者の場
合は縦葺き外装材の最軒端を裏面側へ折返し状に折り曲げて係合させるようにしてもよい
。
【００１９】
　前述のように本発明の軒先構造は、軒樋と、該軒樋の表面を覆うカバー材と、該カバー
材を固定する支持アーム（被固定部）を備える取付部材と、からなり、前記取付部材に、
外装下地（野地材）の軒先端に取り付ける取付固定部を設けるか、鼻隠し等の軒先に取り
付けられる支持材に、前記軒樋の建築物側を支持する支持部を設けるか、の何れか一方又
は両方であるから、軒樋やカバー材に作用する荷重を、取付部材から野地材等の外装下地
へ負担させるか、又は支持材から鼻隠し等の軒先へ負担させるか、或いはその両方へ負担
させることにより、軒樋及びカバー材を強固に且つ安定に取り付けることができる。
【００２０】
　また、この軒先構造に用いる取付部材や支持材は、後述する図示実施例に示すように各
種の様々な態様を採ることができ、例えば第２、第８実施例のように取付部材と支持材と
が単一部材で形成される態様でもよいし、その他の第１、第３～第７実施例のように別部
材で形成される態様でもよい。
【実施例１】
【００２１】
　図１に示す第１実施例の軒先構造は、長さ方向にそれぞれ長尺な軒樋２と、該軒樋２の
上面を覆うカバー材３と、該カバー材３を固定する支持アーム（被固定部）１４を備える
取付部材１-1と、からなり、前記取付部材１-1には、外装下地（野地材）４Ａの軒先端に
取り付ける取付固定部１０ａが設けられ、軒先４Ｃに取り付けられる支持材８-1に、前記
軒樋２の建築物側を支持する支持部８１１，８１２が設けられている。
【００２２】
　この軒先構造における軒樋２は、図１及び図２（ｂ）に示すように略水平状の底面２１
の軒先側（図面では左側）に、三つの傾斜面と二つの略水平面とで構成される段状の（外
）側面２２が形成され、前記底面２１の内側（図面では右側）には、略垂直状に起立する
（内）側面２３が形成され、これらの底面２１及び側面２２，２３にて雨水等の排水路が
形成されている。
　前記軒先側の側面２２の上端に位置する傾斜面と略水平面は、カバー材３に保持（係合
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）される軒先端２２１である。
　また、前記内側面２３の下端には、隅部状の被支持部２３１が設けられ、外壁材（鼻隠
し）４Ｃに固定された支持材８-1に下方から支持される部位である。
【００２３】
　また、この軒先構造におけるカバー材３は、図１及び図２（ａ）に示すように前記軒樋
２の内部に降雪が堆積したり、落ち葉等が侵入、堆積することを防止する部材であって、
その表面（化粧面３１）には雨水を内部へ導く導水口３１１として複数の小径のスリット
孔が形成され、その下端である軒先端（係合部）３２が前記軒樋２の軒先端２２１と係合
して取り付けられ、その上端付近に前記軒先唐草１の延在片に固定される固定部３３が形
成されている。
　前記係合部３２は、化粧面３１の軒先端から斜め上方へ延在し、その先端を下方へ折曲
し、更にその下端を内側へ折曲した略コ字状に形成されているが、化粧面３１と係合部３
２との境界には下方へ凹む排水溝３５が形成され、所定間隔で導水口３５１が形成されて
いる。
　前記固定部３３は、前記化粧面３１から建築物側へ延在し、端縁付近に位置する部位を
示し、当該第１実施例では、取付部材１-1の支持アーム（被固定部）１４にビス１ｂにて
固定されている。
【００２４】
　この第１実施例における取付部材１-1は、図１及び図２（ｃ）に示すように略垂直状に
延在する縦面１１の高さの中程から一方（図面右方）側へ略水平状に延在する横面１２が
、下端近傍から一方側へ略水平状に延在して略鉛直状に垂下するＬ字状面１３が形成され
る軒先唐草である。また、前記縦面１１の上端近傍から他方（図面左方）側へ略水平状に
延在する支持アーム１４が形成されている。更には、前記縦面１１の上端には、一方側へ
向く第１横面１５と他方側へ向く第２横面１６が形成されている。
  そして、前記横面１２とＬ字状面１３との間に形成される溝状部分が、外装下地４Ａの
軒先端に取り付ける取付固定部１０ａであって、該取付固定部１０ａから軒先側へ延在し
て外装材６Ｄの軒側成形部６２を係合させる被係合部１６１と、外装材６Ｄの裏面側に配
設する断熱バックアップ材７の軒側へ延在する軒端７２を裏面側から支持する支持面部１
５，１６を備えている。前記係合部１６１は、前記第２横面１６の先端であり、前記第１
横面１５と前記第２横面１６とで支持面部が形成されている。
　なお、前記支持アーム１４は、後述するカバー材３の建築側端を固定する被固定部であ
って、点線はビス１ｂの打ち込み位置を示し、先端１４１が略く字状に折れ下がっている
。
　そして、このように取付部材１-1に、支持アーム（被固定部）１４を設けたので、カバ
ー材３が軒樋２の軒先端２２１を引っ張るように保持するアームの役割を果たし、軒樋２
やカバー材３に作用する荷重を、取付部材１-1から野地材等の外装下地４Ａへ負担させる
ことができる。
【００２５】
　この第１実施例における支持材８-1は、図１及び図２（ｄ）に示すように金属板材等の
略垂直状の縦片８１の上端を軒先側へ折り返し、下方が開放する溝状の上方保持部８１１
が形成され、縦片８１の下端を略水平状に軒先側へ折り曲げて下方支持部８１２が形成さ
れた構成であって、ピース材でも連続材でもよい。前記下方支持部８１２が、前記軒樋２
の内側面２３の下端（被支持部２３１）を支持する部位であり、前記上方保持部８１１が
、前記軒樋２の内側面２３の上端が差し込まれる部位である。
　そして、このように支持材８-1に、支持部（上方保持部８１１及び下方支持部８１２）
を設けたので、軒樋２やカバー材３に作用する荷重を、支持材８-1から鼻隠し等の軒先４
Ｃへ負担させることができる。
【００２６】
　次に、前記軒先構造を形成するその他の構成について説明する。
　前記外装下地（４Ａ）は、傾斜状に配設されたＨ躯体５Ａの上面側に、木毛セメント等
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のボード状の野地材４Ａが敷設され、その表面側には防水シート材４ｂが敷設されたもの
であり、Ｈ躯体５Ａの軒端には、外壁材（鼻隠し）４Ｃが取り付けられている構成であっ
て、この第１実施例では端的に野地材を外装下地４Ａとし、外壁材（鼻隠し）を軒先４Ｃ
とする。
【００２７】
　また、前記取付部材１にて、その軒端（突出上部）７２を支持される断熱バックアップ
材７は、表層部分が水下側へ延出する突出上部７２を備える非透水性の発泡ポリスチレン
である。
　この断熱バックアップ材７は、本体部７１が軒端から水上側（図では右側）へ次第に肉
薄になるように成形され、その水下端の表層部分が延出する突出上部７２が形成され、そ
の水上端の裏層部分が延出して前記突出上部７２と重合状に組み付けられる突出下部７３
が形成されている。なお、図１中の符号７ｂは該断熱バックアップ材７を固定する固定具
を示す。
【００２８】
　前記断熱バックアップ材７上に敷設される外装材６Ａは、流れ方向に連結される横葺き
外装材であって、最も水下側（最軒端）に配設される外装材を「６Ｄ」とする。この外装
材６Ａ（６Ｄも含む）は、略平坦状の面板部６１の水上端に、前記断熱バックアップ材７
に沿わせる固定片部６４と、その水下側（図面右側）に水上側成形部６３と、面板部６１
の水下側（図面左側）に水下側成形部６２と、を形成した金属成形板である。
　また、前記面板部６１の水上側には、前記断熱バックアップ材７に沿わせる固定片部６
４と、その水下側に、水下側が開放する横溝、前記断熱バックアップ材７の突出上部７２
に嵌合する嵌合部６３２を備える水上側成形部６３と、面板部６１の水下側に、裏面側に
折り返して水上側へ延在させて前記横溝に係合可能な差し込み片、前記嵌合部６３２の外
側に重合させる重合部を備える水下側成形部６２と、を有する。なお、前記面板部６１の
裏面側には裏貼り材が添装されている。
　流れ方向に隣り合う外装材６Ａ，６Ｄ（又は６Ａどうし）の連結は、水上側の外装材６
Ａの水下側成形部６２に、水下側の外装材６Ｄの水上側成形部６３を重合状に嵌合させれ
ばよく、符号６ｂは該外装材６Ａ（又は６Ｄ）を固定する固定具を示す。
【００２９】
　このような構成を有する第１実施例の軒先構造は、前記取付部材１-1には、外装下地（
野地材）４Ａの軒先端に取り付ける取付固定部１０ａが設けられ、軒先４Ｃに取り付けら
れる支持材８-1には、前記軒樋２の建築物側を支持する支持部８１１，８１２が設けられ
ているので、軒樋２やカバー材３に作用する荷重を、取付部材１-1から野地材等の外装下
地４Ａへ、更に支持材８-1から鼻隠し等の軒先４Ｃへ、それぞれ負担させることができる
。
【００３０】
　なお、この第１実施例の取付部材１-1は、外装材６Ｄの裏面側に配設する断熱バックア
ップ材７の軒側へ延在する軒端７２を裏面側から支持する支持部１５，１６を備えている
ので、建築物の軒先を保護すると共に断熱バックアップ材７の軒端７２を作業者が踏み付
けて破損するといった事故をも防止することができる。
【００３１】
　図３（ｂ）に示す第２実施例の軒先構造は、前記第１実施例とほぼ同様の軒樋２'及び
カバー材３'を用いたものであって、取付部材と支持材とが単一部材９-2で形成される態
様であるから図面に同一符号を付して説明を省略する。
　なお、この第２実施例でも、傾斜状に配設されたＨ躯体５Ａの上面側に、木毛セメント
等のボード状の野地材４Ａが敷設されており、支持材を兼ねる取付部材９-2を取り付ける
外装下地（野地材）４Ａ及び軒先（鼻隠し）４Ｃについても、前記第１実施例と同様とし
た。
【００３２】
　この軒先構造に用いる取付部材９-2は、図３（ａ）に示すように外装下地４Ａの軒先部
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分に係合状に取り付けられる取付固定部９６、カバー材３の固定部２３を固定する支持ア
ーム（被固定部）９３、軒樋２の建築物側を支持する支持部（９４，９２）を一部材に備
えている構成である。
　なお、前記支持部（９４，９２）は、軒樋２の建築物側の上端を差し込んで取り付ける
溝状の上方保持部９４と、軒樋２を支持させるための被支持部２３１を下方から支持する
下方支持部９２と、からなる。
　また、この取付部材９-2は、略垂直状の縦面である固定部９１の下端を略水平状に延在
させて支持部９２とし、前記固定部９１の上方には、斜め下方へ延在する突出片９１２が
形成され、該突出片９１２と固定部９１との間に下方が開放する溝状部９４が形成されて
いる。なお、前記固定部９１には固着具９ｃが打ち込まれる打ち込み孔９１１が形成され
ている。
　さらに、前記固定部９１の上端には、縦片（＝取付固定部９６を形成する縦片）を介し
て横片部９５が形成され、該横片部９５の上方（図面の左方）部分９５１が外装下地４Ａ
の上面に沿い、その下方（図面の右方）部分９５２が最も軒側の外装材６Ｄの軒側成形部
６２に嵌合（係合）する。この前記横片部９５の中央から下方へ垂下する縦片の内側空間
が、外装下地４Ａの軒先部分に係合状に取り付けられる取付固定部９６である。さらに、
前記取付部９６の外側（図面の左方）には、カバー材３の上端部分を裏面側から支持する
と共にその固定部３３を固定する支持アーム（被固定部）９３（９ｂはビス）が設けられ
ている。
【００３３】
　このようにこの第２実施例の取付部材９-2は、外装下地４Ａの軒先端に取り付ける取付
固定部９６を設けて固着具９ｂで固定すると共に、軒先（鼻隠し壁面）４Ｃに沿わせる固
定部９１に固着具９ｃを打ち込んで固定するので、外装下地４Ａ及び軒先４Ｃという二箇
所に安定に固定されるものである。
　また、この取付部材９-2は、カバー材３の固定部３３を固定する支持アーム９３を備え
ると共に軒樋２の建築物側を支持する支持部（上方保持部９４，下方支持部９２）を備え
るので、軒樋２は両サイド（軒先側及び建築物側）から安定に保持され、これら軒樋２及
びカバー材３に作用する荷重を外装下地４Ａ及び軒先４Ｃに負担させることができる。
【００３４】
　なお、前記第１実施例と相違する構成について説明すると、図中の６Ａ'は外装材（最
も軒先側の外装材のみ６Ｄ'）、６ｂはそれを取り付ける吊子６ｃ、６ｂ'はそれを固定す
る固定具、６ｆは外装材６Ａ'（又は６Ｄ'）の裏面側に添設された裏貼り材、６ｇは軒先
（鼻隠し）４Ｃの外側を被覆する化粧材である。
　そして、横葺き外装材である外装材６Ａ'（６Ｄ'）は、略平坦状の面板部６１'の軒側
、棟側に設けられて相互に係合する軒側成形部６２'、棟側成形部６３'を備え、流れ方向
に係合して敷設されている。
【００３５】
　この第２実施例における前記取付部材９-1は、墨出しを行うことなく適正位置に配設で
き、即ち軒樋２の位置決めにも貢献するという効果を有するものである。そのため、この
取付部材９-1を用いて軒樋２等を配設する施工も極めて容易に行うことができる。
　そして、前記取付部材９-1を適正位置に固定し、次に軒樋２を固定し、更にカバー材３
を取り付けるという手順で容易に施工することができる。
【００３６】
　そして、この第２実施例の軒先構造では、前記取付部材９-1の取り付けも、それに対す
る軒樋２の取り付けも、カバー材３の取り付けも、それぞれに容易に行うことができる上
、墨出しを行うことなく適正位置に配設できる。
　また、前記取付部材９-1の固定は、外装下地（野地材）４Ａ及び軒先（鼻隠し壁面）４
Ｃのそれぞれに跨っているので、軒樋２及びカバー材３に作用する荷重を外装下地（野地
材）４Ａ及び軒先（鼻隠し壁面）４Ｃの両方に負担させることができ、固定箇所への負担
も一箇所に集中させることがないので、継続的に安定な取付となる。
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【００３７】
　図４（ｃ）に示す第３実施例の軒先構造は、前記第２実施例と全く同一の軒樋２'及び
カバー材３'、横葺き外装材である外装材６Ｄ'（６Ａ'）を用いたものであって、前記第
１実施例と同様にカバー材３'を固定する支持アーム（被固定部）９３を備える取付部材
１-3と軒先４Ｃに取り付けられる支持材８-3により、軒樋２'を取り付けている構成であ
る。
　なお、この第３実施例でも、傾斜状に配設されたＨ躯体５Ａの上面側に、木毛セメント
等のボード状の野地材４Ａが敷設されており、取付部材１-3を取り付ける外装下地（野地
材）４Ａ及び支持材８-3を取り付ける軒先（鼻隠し）４Ｃ、についても、前記第１実施例
と同様とした。
【００３８】
　この軒先構造に用いる取付部材１-3は、図４（ａ）に示すように前記第２実施例の支持
材を兼ねる取付部材９-2の上半構成が、突出片９１２'がＬ字状に形成される以外は同一
であるため、同一符号を付して説明を省略する。なお、この取付部材１-3には、長く下方
へ延在する縦片（固定部９１）が形成されてはいないが、敷設状態で、突出片９１２'と
軒先４Ｃとの間に下方が開放する溝状の上方保持部９４'が形成されているので、全く同
様に軒樋２'の側面２３の上端を保持することができる。
【００３９】
　また、この軒先構造に用いる支持材８-3は、図４（ｂ）に示すように前記第１実施例の
支持材８-1と上方保持部８１１が設けられず、縦片８１'が短い以外は同一であるため、
同一符号を付して説明を省略する。
【００４０】
　そして、この第３実施例では、前記取付部材１-3を、外装下地４Ａの軒先端に取り付け
る取付固定部９６を設けて固着具９ｂで固定するので、外装下地４Ａに安定に固定される
。
　また、前記支持材８-3を、軒先（鼻隠し壁面）４Ｃに沿わせる縦片８１'に固着具８ｃ'
を打ち込んで固定するので、軒先４Ｃに安定に固定される。
　そして、軒樋２'は、前記取付部材１-3と前記支持材８-3により、両サイド（軒先側及
び建築物側）から安定に保持され、これら軒樋２'及びカバー材３'に作用する荷重を外装
下地４Ａ及び軒先４Ｃに負担させることができる。
【００４１】
　図５（ｃ）に示す第４実施例の軒先構造は、前記第２，第３実施例と全く同一の軒樋２
'及びカバー材３'、横葺き外装材である外装材６Ｄ'（６Ａ'）を用いたものであって、前
記第１，第３実施例と同様にカバー材３'を固定する支持アーム（被固定部）９３を備え
る取付部材１-4と軒先４Ｃ'に取り付けられる支持材８-4により、軒樋２'を取り付けてい
る構成である。
　なお、この第４実施例でも、傾斜状に配設されたＨ躯体５Ａの上面側に、木毛セメント
等のボード状の野地材４Ａが敷設されており、取付部材１-4を取り付ける外装下地（野地
材）４Ａについても、前記第１実施例と同様とした。
　但し、この第４実施例では、支持材８-4を取り付ける軒先（鼻隠し）４Ｃ'が、略鉛直
状ではなく傾斜状に配設されている。
【００４２】
　この軒先構造に用いる取付部材１-4は、図５（ａ）に示すように略コ状の取付固定部９
６を形成する上辺９５１と最も軒側の外装材６Ｄ'の軒側成形部６２に嵌合（係合）する
被係合部９５２とがほぼ同一直線上に設けられ、下方への窪みである排水凹部９５３を介
して連続している。そのため、縦葺き外装材６Ｄ'が敷設された隙間に至った雨水等が毛
細管現象等で更に水上側へ上昇を生ずることがなく、この排水凹部９５３にて雨水等を側
方（図面では前方又は奥方）へ流下させることができる。それ以外は、前記第３実施例の
取付部材１-3と同一であるため、同一符号を付して説明を省略する。
【００４３】
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　また、この軒先構造に用いる支持材８-4は、図５（ｂ）に示すように縦片８１の途中か
ら建築物側へ略コ状に隆起する化粧部８２が設けられている連続材である以外は前記第１
実施例における支持材８-1とほぼ同様であるため、同一符号を付して説明を省略する。な
お、前記化粧部８２は、軒樋２'と傾斜状の軒先（鼻隠し壁面）４Ｃ'との隙間を隠す役割
を果たし、該軒先４Ｃ'と沿わせて固定する傾斜面が傾斜固定部８２１である。
【００４４】
　そして、この第４実施例では、前記取付部材１-4を、外装下地４Ａの軒先端に取り付け
る取付固定部９６を設けて固着具９ｂで固定するので、外装下地４Ａに安定に固定される
。
　また、前記支持材８-4を、傾斜状の軒先（鼻隠し壁面）４Ｃ'に沿わせる突出部８２の
傾斜固定部８２１に固着具８ｃ'を打ち込んで固定するので、傾斜状の軒先４Ｃ'に安定に
固定される。
　そして、軒樋２'は、前記取付部材１-4と前記支持材８-4により、両サイド（軒先側及
び建築物側）から安定に保持され、これら軒樋２'及びカバー材３'に作用する荷重を外装
下地４Ａ及び軒先４Ｃ'に負担させることができる。
【００４５】
　この第４実施例のように傾斜状の軒先（鼻隠し壁面）４Ｃ'に取り付ける支持材８-4と
して、軒樋２１と鼻隠し壁面４Ｃ'との隙間を隠す化粧部８２を備える連続材を用いるこ
とにより、下方から見上げた際に美麗な外観を維持することができる。
【００４６】
　図６（ａ）に示す第５実施例の軒先構造は、第４実施例において傾斜状であった軒先（
鼻隠し壁面）４Ｃ'が略垂直状の軒先４Ｃとなり、前記支持材８-4に代えて図６（ｂ）に
示す支持材８-5を用いた以外は、前記第４実施例と全く同様であるから図面に同一符号を
付して説明を省略する。なお、この第５実施例における支持材８-5は、前記第１実施例に
おける支持材８-1と全く同一であるから、その部位については全く同符号とした。
また、取付部材１-5についても、前記第４実施例の取付部材１-4の部位については全く同
符号とした。
【００４７】
　この第５実施例は、前記第４実施例における傾斜状の軒先４Ｃ'を、略垂直状の軒先４
Ｃに代えることにより、化粧部８２を必要としない支持材８-5を用いることができた例と
言い換えることができる。そのため、この支持材８-5は、連続材でもピース材でもよい。
【００４８】
　図７（ａ）に示す第６実施例の軒先構造、及び図７（ｄ）に示す第７実施例の軒先構造
では、前記第２～５実施例に用いた軒樋２'より幅広の軒樋１を用いたが、該軒樋２は前
記第１実施例に用いたものと略同様である。
　また、第６実施例に用いたカバー材３-6も第７実施例に用いたカバー材３-7も、前記第
１実施例に用いたカバー材３と略同様であるが、前者における固定部３３-6は略Ｌ字状に
立ち上がり（３６は水平延在片）、後者における固定部３３-7は略垂直状に立ち上がった
構成であり、それぞれの取付部材１-6，１-7にビス３ｂにて固定されている。
【００４９】
　この第６実施例における取付部材１-6は、図７（ｂ）に示すように野地材（外装下地）
４Ａの軒端に取り付ける取付固定部９６がコ状に形成され、その上辺９７に図示しないビ
スを打ち込んで固定することができる。また、前記カバー材３-6を取り付ける被固定部９
３-6は角部状に形成され、符号９８は外装材６Ｉを係合する被係合部である。
　また、この第６実施例における支持材８-6は、図７（ｃ）に示すように前記第４実施例
における支持材８-4と略同様であるから、図面に同一符号を付して説明を省略する。
　さらに、第７実施例における取付部材１-7は、図７（ｅ）に示すように野地材（外装下
地）４Ａの軒端に取り付ける取付固定部９６が横Ｌ状に形成され、その上辺９７に図示し
ないビスを打ち込んで固定することができる。また、前記カバー材３-7を取り付ける被固
定部９３-7は隅部状に形成されている。
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【００５０】
　前記第６実施例と前記第７実施例との相違は、軒樋２と軒先（鼻隠し）４Ｃ'，４Ｃと
の隙間の有無であって、第６実施例に用いた支持材８-6は、図７（ｃ）に示すように前記
隙間を隠す化粧部８２を備える連続材であり、第７実施例に用いる支持材８-7は、図７（
ｄ）に示すように前記化粧部８２を必要としないので、縦面８１が固定部となる構成であ
る。
【００５１】
　なお、その他の構成を簡単に説明すると、図中の６Ｉ，６Ｊは外装材、６ｃはその吊子
、６ｂはその吊子、７Ｄはバックアップ材、５Ｆはボード状構造体、５Ｇは角状構造体、
５Ｈは天井材、６ｈは鼻隠し壁面４Ａの外側を被覆する化粧材である。
【００５２】
　図８（ｃ）に示す第８実施例の軒先構造は、前記第２実施例と同様に取付部材と支持材
とが単一部材８-8で形成される態様である。
　この軒先構造に用いる取付部材８-8は、図８（ａ），（ｂ）に示すように外装下地４Ａ
の軒先部分に取り付けられる取付固定部は備えられていないが、カバー材３'の固定部３
３を固定する支持アーム（被固定部）８１、軒樋２'の建築物側を支持する支持部（８５
，８６１）を一部材に備えている構成である。
【００５３】
　前記取付部材８-8は、軒樋２'の開放上面を覆うカバー材３'を固定する被固定部８１と
、軒先（略垂直状の縦壁面が鼻隠し壁面４Ａ）に取り付けられる取付部８２と、を備える
。
　この第８実施例の取付部材８-8は、単一部材からなる成形体（ピース材）であって、略
垂直状に配される縦片８３と略水平状に配される横片８４とが交差する部分を備え、前記
被固定部８１は、前記横片８４の軒先側の端部に設けられ、前記取付部８２は、前記縦片
８３の下方に延在する縦片８７から建築物側へ略コ字状に突出している縦面として形成さ
れている。この取付部８２は、上下に対向する上片８０ｏ及び下片８０ｕで縦片８３から
建築物側へ突出するように配置され、その上下二箇所には固定具（８ｃ）を打ち込むため
の取付用の孔８２１が形成されている。
【００５４】
　この第８実施例の取付部材８-8は、前記被固定部８１及び前記取付部８２以外にも軒樋
２'の建築物側の側面２３の上端、下端を保持する保持部（８５，８６１）が形成されて
いる。
　即ち前記下片８０ｕの軒先側に略Ｌ字状の下方保持部８５が延設され、該下方保持部８
５は、図８（ｃ）に示すように軒樋２'の側面２３の下端（被保持部２３１）を保持（受
支）する。
　また、前記縦片８３と前記横片８４との交差部分から軒先側へ向かう傾斜片８６と縦片
８７との間に、下方が開放する溝状の上方保持部８６１が形成され、該上方保持部８６１
は、図８（ｃ）に示すように軒樋２'の側面２３の上端２３２を保持（係合）する。
【００５５】
　なお、壁面４Ａの裏面側には縦構造体５Ｂが配設され、屋根勾配を形成するＨ躯体５の
上面には、野地材４Ｃ及び外装材６Ｋが配設されている。なお、野地材４Ｃの軒端上面側
には、水切り材６ｅ，６ｍが固定具６ｎにて固定され、防水シート４ｂが敷設されている
。
【００５６】
　このように第８実施例の取付部材８-8は、建築物の軒先側側に配設される軒樋２'の開
放上面を覆うカバー材３'を固定する被固定部８１と、軒先（４Ａ）に取り付けられる取
付部８２と、を備えるので、広小舞や鼻隠し等の軒先（４Ａ）に対して軒樋２'を容易に
取り付けることができる。
　また、この取付部材８-8は、屋根構造の施工に影響を受けることなく取り付けることが
できるので、新設又は既設の屋根に対して適用でき、特に既設屋根の改修に容易に用いる
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【００５７】
　また、この第８実施例の取付部材８-8は、軒樋２'の建築物側の側面２３の上端２３２
及び下端（被保持部２３１）を保持する保持部（８５，８６１）を備えるので、カバー材
３'を固定する被固定部８１の構成と相まって、軒樋２'を両サイド、即ち建築物側及び軒
先端側から、安定に保持することができる。
【符号の説明】
【００５８】
　１-1，１-3～１-7　取付部材（軒先唐草）
　１ｂ　ビス
　１ｃ　固定具
　１０ａ　取付固定部
　１４　支持アーム（被固定部）
　１６１　被係合部
　２，２'  軒樋
　２ｂ　固定具
　２１　底面
　２２　内側面
　２２１　軒先端
　２３　外側面
　２３１　被支持部
　３，３'  カバー材
　３ｂ　ビス
　３１　化粧面
　３２　軒先端
　３３　固定部
　４Ａ　外装下地（野地材）
　４Ｃ　軒先（鼻隠し壁面）
　５Ａ　Ｈ躯体
　６Ａ　（横葺き）外装材
　６Ｄ　最軒側の外装材
　６２　軒側成形部
　７　断熱バックアップ材又は断熱材
　７２　軒端（突出上部）
　７ｂ　固定具
　７ｃ　固着具
　８-3～８-7　支持材
　８-8　（取付部材を兼ねる）支持材
　９-2　（支持材を兼ねる）取付部材
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